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夏休み中の学習について

　
○「毎日３時間机に向かって勉強する習慣」をつけよう
　○１学期の総復習、不得意分野の復習をしよう
　○ムリなく、ムダなく、ムラなく計画的に取り組もう
＜毎日３時間の学習時間を確保しよう＞
毎日３時間以上勉強するリズムを作ります。時間だけ消化すれば良いというわけではなく内容も大切ですが、何より学習時間を確実に組み込んだ生活リズムを作ることが上手に学習を進めるカギです。
午前中に90分、夜に90分など分割して勉強するのも効果的です。するべき内容を決めて集中して取り組む習慣をつけましょう。目的意識を持つことによって学習効果が高まります。
「ながら勉強」（テレビを見ながら、何かを食べながら勉強する）は効率が悪いのでNGです。
＜１学期の総復習と不得意分野の復習を必ずしよう＞
普段は忙しい毎日の中でなかなか総復習のためのまとまった時間が取れません。夏休みは比較的時間に余裕があるため総復習の絶好の機会です。ワークの問題で間違ったものを最初からもう一度確認する、定期テストの間違った問題を見直す、習った漢字や英単語を一覧にして忘れているものがないか確認するなどして、1学期の全体的な復習をしておくと2学期からの学習がスムーズに運びます。
また誰にでも苦手な教科や不得意分野があるものです。夏休みを利用して不得意分野に正面から向き合うことも大事です。時間をとってじっくり復習して「苦手の原因」を探りましょう。逃げてばかりいては克服することは難しいです。
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◎期限の間際になって答えを写したりバタバタ終わらせるような人がいますが、そうなると学習効果が
ほとんど見込めず意味のない学習になってしまいます。計画的にじっくり取り組みましょう。
◎夏休み中の取り組み次第で大きな学力差が生じます。学力の貯金と考え意欲的に取り組みましょう。
